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要旨︓ 
物質中の電⼦が持つ磁気的な⾃由度は、無磁場下でホール電圧が⽣じる異常

ホール効果や⾮等⽅圧⼒により磁化が誘起されるピエゾ磁気効果といった、磁
性体に特有の物性現象の源である。Mn3Sn において反強磁性異常ホール効果が
観測されたのを機に、近年、強磁性体に特徴的と考えられてきた性質を⽰す反
強磁性体の研究と探索が進んでいる。我々は多極⼦展開を⽤いた磁気構造の解
析⼿法（クラスター多極⼦法）を提案するとともに[1, 2]、第⼀原理計算を⽤
いた電⼦状態の解析を通して、物性と電⼦状態の関わりを実空間と波数空間の
両⾯から研究してきた。 

本セミナーでは最近の研究から、パリティ混成反強磁性体 NbMnP の異常ホ
ール効果と⾮線形ホール効果の研究[3]、反強磁性⾦属 Mn3Sn のピエゾ磁気効
果の研究[4]、Ce 系化合物の異常ホール効果の研究[5]などをとりあげ、ミク
ロな電⼦状態とマクロな物性現象の関わりについて議論する。 
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